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◎活動状況

・「いわき地方果樹生産振興セミナー」を開
催
・「こだわり山の幸」交流会を開催
・「食彩いわき”地産地消”講演会＆ビュッフ
ェ　ランチ」を開催
・「伝えたい　森のやさしさ　火のこわさ」　　
～山火事防止パレードを実施～
・みんなで創る農業・農村３Ａ運動地方推進
本部　会議を開催
・いわき地方防霜対策会議を開催

◎トピックス

・いわき地方県産材木材利用推進連絡会議
開催
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○「いわき地方果樹生産振興セミナー」を開催しました

　３月７日（水）、いわき新舞子ハイツにおいて、平成１
８年度いわき地方果樹生産振興セミナーが開催されま
した。ふくしま２１園芸特産いわき地方推進本部が主催
したもので、いわき市や相双地方の梨生産者約１００名
が参加し、日本なし害虫の効果的な防除法等に関する
講演、全農福島とメーカーによる、生物農薬や多目的
防除網等の各種生産資材の展示が行われました。
はじめに独立行政法人「農業・食品産業研究機構果樹
研究所」の外山晶敏氏を講師に迎え、果樹カメムシの
生態と防除法について講演がありました。カメムシはス
ギやヒノキの林で増殖しますが、餌不足の時に果樹園
に侵入して被害をもたらすことから、発生予察が非常に重要であること、今後地球温暖化が
進むと被害がより増大する恐れがあることなどの話に、会場から防除や今後の対策等につ
いて数多くの質問が出されました。続いて、「農業総合センター果樹研究所」の佐々木正剛
専門研究員から、ここ数年新たに問題になっている害虫「ナシシンクイタマバエ」について、
まだ防除法が確立されてないため今後警戒を要するとの講演がありました。
　 最後に県農業総合センター技術移転グループ安部充専門研究員から、安全・安心なナシ
生産のための適正農業規範（ＧＡＰ）への取組みについての紹介があり、参加者は熱心に聞
き入っていました。

佐々木氏の講演
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○「こだわり山の幸」交流会を開催しました

　３月１７日（土）、「こだわり山の幸」交流会をいわき市大久町地内で開催しました。この交流
会に参加したのは、市内在住の親子１０組２４名と講師、県農林事務所職員など３６名です。
　「こだわり山の幸」交流会は、「特用林産物」に関する関心を高め、地元で生産されるシイタ
ケの栽培方法や生産者について理解を深めることを目的に、地元で乾しいたけを生産してい
る新妻衛さん、ハツ子さんご夫妻の協力を得て、新妻さんがシイタケ栽培を行っている大久
町のほだ場を中心に行いました。まず、新妻衛さんから
ほだ場の説明やこれまでのシイタケ栽培についてお話し
をいただき、続いて参加者にシイタケの植菌と収穫を体
験してもらいました。その後、大久公民館へ場所を移し、
収穫したシイタケを使い、奥様のハツ子さんや地元の方



収穫したシイタケを使い、奥様のハツ子さんや地元の方
々の指導を受けながら、「しいたけ丼」、「しいたけのチー
ズ焼き」や「とん汁」を作り、参加者全員でできあがった
料理を試食しました。
　 ほだ場での植菌・収穫体験では、「原木にシイタケの
種ごまをかなづちで打つ植菌体験が楽しかった」、「シイ
タケづくりは大変なことがわかった」、「収穫体験が一番
楽しかった」といった感想が、また、料理教室では「いつ
も食べているシイタケと違い、肉厚でおいしい」といった声が多く聞かれました。このほか、参
加者からシイタケの保存方法ついて質問されると、新妻さんご夫妻から「冷凍にして保存する
といい」、「そのときはシイタケの柄を切って、チャックつきの保存袋に入れると冷凍庫の場所
をとらないですよ」など教えていただき、「今日の体験はすべてが初めてで楽しい時間を過ご
せた」と皆さん大変満足した様子でした。

みんなで試食会
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○「食彩いわき“地産地消”講演会＆ビュッフェラン
チ！」を開催！

　３月１９日（月）、新舞子ハイツにおいて、１７４名の参加により「食彩いわき“地産地消”講
演会＆ビュッフェランチ！」が開催されました。
開会の後、いわき農林事務所　高木次長から本会が、「ふくしま食・農再生戦略」の一つ「食
と農の絆づくり」を推進させることを目的に開催されたとの挨拶がありました。
　続く講演では、ヴィライナワシロ総料理長・うつくしま『食』『農』サポーターの山際博美氏か
ら「地産地消で個性豊かな食の提供」と題して、地元農産物へのこだわりや、規格外農産物
の利用方法、ヴィライナワシロでの地産地消の取り組み、生産者との交流などについて講演
をいただきました。また、いわき産の食材を使った「大豆の冷製クリームスープ」「肉きのこ」
のレシピとメニュー提供をしていただきました。
　この後のビュッフェランチでは、三和産の大豆、田人
産のコンニャク、久之浜町産の干しシイタケ、トマトな
ど地元の食材をふんだんに使った郷土料理や創作料
理など４１品目のメニューが準備され、参加された方
々は地元食材とメニューの豊富さに驚きながらも舌
鼓を打っていました。
　また抽選会ではいわきのエコファーマーが栽培した
「ふくはる香」トマトランドいわきの中玉フルーツ「カン
パリ」、久之浜の新妻衛氏のこだわりの干しシイタケ
等が準備され、当選された方は満面の笑みを浮かべ
ておりました。
　併せて、ロビーでは「やっちきどっこい野菜市」が地
元農産物の直売を行い、こちらも大変好評でした。
　参加者からは、次回開催の要望が多数寄せられ、地産地消の推進に大い弾みがつくもの
と期待しています。
　

山際博美氏の講演
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○「伝えたい　森のやさしさ　火のこわさ」　　　　
～山火事防止パレードを実施～

　３月２２日（木）と４月５日（木）の２日間計４方部で、 いわき地方山火事防止対策協議会主
催による山火事防止パレードが行われました。毎年春先は、山火事が発生しやすいことから
、いわき市、市消防本部、磐城森林管理署、市森林組合、県地方振興局、県農林事務所
など関係機関が参加して、いわき市内の各地をパレード
しながら山火事防止を呼びかけました。山火事は空気が
乾燥しやすく入山者が多い時期に多発していますが、そ
の原因のほとんどはタバコの投げ捨てやたき火の不始
末など、人の不注意によるものです。
　森林は大切な自然財産であり、関係者一同これからも
継続して山火事防止の普及啓発に努めてまいります。
　今年の山火事防止の統一標語は、「伝えたい　森のや
さしさ　火のこわさ」です。
　皆様の御協力をお願いします。
　

街頭で山火事防止を呼びかけました
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○みんなで創る農業・農村３Ａ運動地方推進本部会議
を開催しました



　３月２７日（火）、「みんなで創る農業・農村３Ａ運動いわき地方推進本部会議」が県合同庁
舎内会議室で開催されました。
いわき農林事務所小山所長挨拶の後、議事に移り、いわき地方推進本部設置要綱及びい
わき地方農林施策推進プロジェクトチーム設置要領の一部改正についての説明があり、そ
の後「みんなで創る農業・農村３Ａ運動」平成１７年度実績及び「うつくしま農業・農村振興プ
ラン２１」いわき地方計画の進行状況について、意見が交わされました。
　今後の課題として、大豆作付けでの排水対策やいちじくの加工技術等についての意見が
出され、解決に向けた取り組み状況などが併せて報告されました。　
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○いわき地方防霜対策会議を開催しました

　３月２８日（水）、県いわき合同庁舎において「平成１９年度いわき地方防霜対策会議」が開
催され、いわき地方防霜対策本部（本部長：小山正雄・
県いわき農林事務所長）が５月３１日までの約２カ月の
期間で設置されました。会議では、今年は暖冬の影響で
生育が進んでいることから、農作物の凍霜害を未然に防
ぐため、霜に関する情報の伝達方法や被害発生時の被
害状況の把握、各作物の防霜対策技術などについて協
議し、防霜対策に係る関係機関の役割を確認しました。
また、その他の気象災害においても、防霜対策本部の
体制で準用することも併せて確認しました。
　会議終了後、県いわき農林事務所農業普及部に「いわ
き地方防霜対策本部」の看板が設置され、防霜対策が
スタートしました。

防霜対策会議がスタート
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○いわき地方県産材木材利用推進連絡会議が開催されまし
た

　３月２８日（水）、福島県産木材利用推進いわき地方連絡会議が開催されました。
　会議の目的は、公共建築物及び公共土木事業における県産木材の利用を推進するため、
磐城森林管理署等公共工事実施等関連部局の担当課長で会を構成し、木材需給等につい
て連絡調整を行うためです。
　今回開催の内容は、各機関における平成１８年度
の県産木材利用実績と平成１９年度の利用計画につ
いての意見交換を行った後、各機関より木材利用の
情報を提供していただきました。 
①県営梅ヶ丘団地の取り組みについては、県営住宅
建設における、県産木材を利用した伝統的木造住宅
導入計画です。
②いわき市森林組合の防虫防腐加工施設について
は、従来のＡＣＱによる防腐防虫加工に加え、無色
のレザックによる処理機能が追加されました。木材本
来の色・風合いがそのままで処理できるため、今後
の需要が期待されます。③福島県産「スギ平角材」
の強度スパン表については、伐期を迎えた福島県産
スギの新たな需要を拡大するため、マツ材に代わる梁材としてのスギ平角材を、建築士が設
計しやすいように、県林業研究センターが強度スパン表を作成しました。④福島・山形・新潟
三県共同で開発した、「スギ」ロール圧密加工によるフローリング材については、軽く、肌触り
が温かい特徴を持つスギ材ですが、フローリング材としてそのまま使うと、表面が柔らかいた
め、傷が付き易い特徴があります。このため、スギの表面を硬化処理して、フローリング材と
して利用を推進します

連絡協議会の状況



して利用を推進します。
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